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屋は悲惨で、排水口がつまり、ゴミが散乱し、鍋やフライパンは汚れたままでし

た。排水口にゴミカゴがついているのを知らなかったことには驚きました。部屋

の片付けができないのは、昔からのことなので、この先も片付けられるようにな

るとは思っていません。今では、２、3か月に一度は息子から「そろそろ来ない？」

と連絡があるので、出向いて、台所やトイレは掃除しに行きます。前よりは良く

なっています。

　はじめの頃は、夜中にゴキブリが出た、洗濯の仕方、鍵をなくした等、電話や

ラインで連絡が何度かあり、その都度、対応策を伝えてました。一度、夜中の 2

時に連絡があり、鍵をなくしたので、同じ建物内に住んでる大家のとこに行くと

いうので、慌てて、絶対行かないように伝えて、車で鍵を届けに行ったことがあ

ります。昼間に鍵をなくしたときに大家のとこに行くようアドバイスしたのです

が、夜中はだめとは思わないようです。その後は、ドアの外にわからないよう鍵

を隠す様にしましたが、今では、無くさずにいられるようです。

　一昨年、自分ひとりで、心療内科へかかり、去年は手帳を申請し発行してもらっ

たそうです。心療内科からの要望で、サポートノートを写メで送ったり、過去の

話を聞いてきたりしていました。自分に必要と理解したことについては、努力す

るようです。

＜大学でしてもらっている支援＞

　特に入学時にカミングアウトもせず支援も受けておりませんが、３年になり、

ゼミに入ろうとしたら、必須科目が取れていないため、入れないとなり、初めて、

発達障害のことを含め、大学に相談したそうです。リモートでも起きれずに出れ

ず、また、興味のない授業に出ていなかったため、リスクがあることをやっと理

解したようです。単位は取れないが、ゼミへの参加を認めてもらったそうです。

＜家庭で気を付けていること＞

　一人暮らしで心配は山ほどありますが、「中学からは一人の人として、その人

の人生を歩ませてあげるべき」と恩師の言葉を胸に「構いすぎない、助けてと言

う前に助けない、本人に選ばせる」を実行するべく努力中です。
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＜小さい頃の様子＞

• 親が具体的に	( 自分の発達のことで ) 指摘を受けたかは確認していない。

自分自身としては、何かに没頭しやすかった。授業中は教科書に絵を描い

ていたり、反対に集中しすぎたりして先生に怒られることがあった。

＜診断のきっかけ＞

• 発達障害を疑ったきっかけは、学生時代から周囲と違うとは感じてきたが、

社会人になって仕事をしていて周囲と仕事のスピード感が違う、遅いし周

囲のミスがとても少ない（自分は多い）と気づいた。

• 人間関係にも悩んだ。指摘はされなかったが、あとから聞くと陰口などを

言われていたそうで「あいつは知恵遅れ」といった言葉だったよう。それ

でいろいろと調べて発達障害の本に当たった。

＜診断後のこと＞

• 検査（WAIS）を受けて、自閉スペクトラム症（ASD）傾向を医師から診断

された。１回目の WAIS 検査は５年前、しかし数値があいまいとのことで

診断が出なかった。あらためて３年前に病院を変えて診断を受けた。

• 診断を受けて心境の変化があった。受けて良かったと思う。客観的に自分

の得意不得意が分かり、仕事の得意不得意の理解にもつなげられた。

• 診断後に両親に話をした。母親は納得してくれた。父親は誰にでもあるこ

とという感じであった。

• 診断後に職務は変更してもらい、働きやすくなった。

• 診断後に上司に ASD 傾向と得意不得意を話した。その時に職務を変える前

からサポートしてくれるようになった。診断書の提出は求められなかった

が、自分から WAIS の結果を見てもらった。

• 会社では社員が年に 1 回保健師さんへの面談機会があり、保健師さんに

ASD 傾向のことを話した。その時に、会社内でも他にも配慮を受けている

人がいるらしいと知った。
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• 生活上の苦手さは感じない。仕事上では、同じ職場の人との関係の難しさ

を感じる。意図の伝わりにくさ。１０歳年上の方との関係が難しい。ASD

の特性である「こうしましょう」からはずれることをされると、精神的に

不安定になる。

• 病院は服薬がないため定期通院なし。何かあれば来て下さい、になってい

る。

• 支援を受ける時に嫌だったことは、自分からお願いすることが多いため、

あまりない。

• 職場では身近な上司と同僚には障害をオープンにしているが、会社自体へ

はクローズに近い状況で働いている。

＜当事者や家族へのメッセージ＞

• 当事者には自己分析と自己開示を大切にしてほしい。

• 支援者には「こうあるべき」という価値観ではなく、当事者と話し合って

決めてほしい。

40代　一般企業勤務

< 小さい頃の様子＞

• 小１の時に不登校になったことを鮮明に覚えている。周囲や先生を含めた

場面の記憶がある。この苦手な先生の授業をじっと座って聞くのは「無理」

だと思った。小２から無理やり登校させられる感じで学校に行けるように

なった。

< 診断について＞

• 診断名は ADHD と ASD。ADHD が強いタイプ。

• 診断は６，７年前。きっかけは仕事と生活の面で迷って、精神科でうつの

診断を受けた。そのころに発達障害の話題を耳にするようになりはじめて、

うつで通院している同じ医師に相談をして検査を受け、ADHD と ASD の診

断となった。

• ADHD と分かってほっとした。WAIS の点数は思ったより高く混乱した。な

んで仕事ができないのだろうと思った。WAIS では WMI は 100 だったが点

数の低いものがあった。

• 特性として知覚統合とワーキングメモリが相対的に弱く、初見のことが苦

手＋いっぱいいっぱいになりがち。

• 診断を受けた時は、自分のことが分かった気になったが、今は「少しずつ

自分のことが分かり始めている」と感じる。

• 「自分は発達障害」というのが常に意識にあり、アイデンティティのよう

になってしまい、変に拗らせている状態。

• 診断のことを家族には伝えたが、ピンときていない感じ。両親とも発達障

害ではないかと思っている。

< 仕事について＞

• 転職を何度かした。今の会社は障害をオープンにして障害者雇用の嘱託契

約フルタイムでスタートした。３年後くらいに一般正社員に切り替えに

なった。




